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10 月 至誠ホームHP

　
至
誠
ホ
ー
ム
は
開
設
か
ら
75
年
、
担
え
る
役

割
を
徐
々
に
拡
げ
つ
つ
地
域
と
の
つ
な
が
り
も

深
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
に
若
い
世
代
の
体
験
学
習
の
場
と

し
て
の
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
国
家
資
格
取

得
に
係
る
実
習
な
ど
と
は
質
を
異
に
す
る
職
場

体
験
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

立
川
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、

平
成
19
年
度
か
ら
全
市
立
中
学
校
に
お
い
て
、

地
域
の
事
業
所
な
ど
で
実
施
し
て
お
り
、
中

学
二
年
生
が
「
望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
」

「
社
会
性
や
マ
ナ
ー
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
３
日
間
の
職
場
体
験
を
行
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

事
前
に
、
自
身
が
作
成
し
た
履
歴
書
を
手

に
、
挨
拶
や
礼
儀
を
重
要
と
し
た
下
見
打
ち
合

わ
せ
の
た
め
に
来
園
し
ま
す
。
緊
張
し
た
面
持

ち
で
来
園
の
用
件
を
伝
え
る
姿
に
、
思
わ
ず 

『
頑
張
れ
！
』
と
心
の
中
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
活
動
が
始
ま
る
と
、
職
員
の
接
遇
を
よ
く
観

察
し
て
、
利
用
者
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
、
熱

心
に
体
験
を
進
め
ま
す
。

　
体
験
学
習
を
終
え
て
の
感
想
で
複
数
聞
か
れ

る
の
は
「
体
験
前
は
大
変
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ

っ
た
」「
音
楽
活
動
補
助
で
疲
れ
た
」
な
ど
と

し
た
一
方
で
「
職
員
が
お
年
寄
り
と
目
を
合

わ
せ
て
い
て
、
お
年
寄
り
も
楽
し
ん
で
い
た
」

「
実
際
に
お
年
寄
り
に
接
し
て
み
て
一
緒
に
楽

し
め
た
」「
職
員
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
て
お
年
寄

り
も
笑
顔
に
な
っ
て
と
て
も
素
敵
」「
楽
し
く

働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
等
、
職
場
体

験
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
加
え
て
、
人
間
関

係
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
の
一
助
を
担
え
た
こ

と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
職
員
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
最
終
日
の
振

り
返
り
時
に
は
、「
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ

と
」「
仕
事
の
や
り
が
い
」「
こ
の
仕
事
を
選
ん

だ
理
由
」「
働
く
う
え
で
大
変
な
こ
と
」「
く
じ

け
そ
う
に
な
っ
た
時
は
？　
ど
う
立
ち
直
っ
た

か
」
な
ど
、
仕
事
の
選
択
や
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
な
ど
に
関
す
る
質
問
を
受
け
、
改
め
て
自
身

を
確
認
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
更
に
、
地
域
の
若
い
世
代
と
接
し

て
介
護
職
と
し
て
の
自
身
に
つ
い
て
話
す
こ
と

で
、
地
域
に
お
い
て
自
身
が
担
え
る
役
割
を
確

認
し
、
自
信
や
誇
り
に
変
え
て
い
っ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で
率
直

な
外
部
か
ら
の
「
目
」
は
適
切
な
運
営
に
重
要

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
互
い
に
育
ち
合
う
機
会
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
職
場
体
験
を
大
事
に
考
え
た
い
と

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
　
　
　

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
　
　
　

～～  

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で  

～～

至
誠
ホ
ー
ム　
企
画
調
整  　

吉

上

恵

子

職
場
体
験
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上寿 ･ 白寿・米寿 ･ 喜寿の皆様おめでとうございます
これからも  どうぞお元気でいてください

皆さんとともに過ごせることに感謝いたします

至誠ホームは 長寿の里

阿 部 昌 子  さん
（至誠ホームアウリンコ） 112歳

アウリンコ最年長の阿部昌子さ
ん。今年は112歳となられます。
初めて知りましたが、112歳は
椿寿というそうです。今後も素
敵な笑顔でお過ごしください。

三浦かつ子  さん
（至誠ホームアウリンコ） 104歳

今年で104歳を迎えられまし
た。変わらず元気なお姿で書道
やマッサージなど趣味活動にも
参加され、日々穏やかに過ごさ
れています。これからも一緒に
笑顔で元気に過ごしましょう。

髙 野 美 惠  さん
（至誠ホームアウリンコ） 109歳

毎朝ご自身で歩いて体操にも参
加されている姿に元気をもらっ
ています。ご家族が持って来て
下さるおせんべいを美味しそう
に召し上がっている姿はとても
109歳には見えません。これか
らも元気でお過ごしください。

中込純一郎  さん
（至誠キートスホーム） 105歳

今年の7月で105歳を迎えられ
ました。おめでとうございます。
キートス最高齢の方で、立川市
の男性としても最高齢を更新さ
れました。これからも中込さん
のペースでお過ごしください。

牛山なつ子  さん
（至誠特別養護老人ホーム） 103歳

８月に103歳を迎えられまし
た。調子がよいと高くきれいな
声で歌ったり、色々なことをお
話して下さいます。100歳を超
えてますますお元気に過ごされ
ている姿に励まされています。

小 峯 チ ヱ  さん
（至誠特別養護老人ホーム）101歳

お散歩をすることが好きで、
草花を見ると笑顔を浮かべて
喜ばれています。食べること
も好きで今年の七夕では豆が
食べたいとおしゃっていまし
た。これからもお元気でお過
ごしください。

大 橋 カ ウ  さん
（至誠キートスホーム）102歳

今年の11月で103歳を迎えら
れます。おめでとうございま
す。朝がお弱いカウさんです
が、陽が昇るにつれてたくさ
んお話してくださいます。こ
れからも色々なお話を聞かせ
てください。

山田タミ子  さん
（至誠特別養護老人ホーム）101歳

小柄でありながら、心身とも
にお元気な山田さん。足腰の
強さについて伺うと「ずっと
日本舞踊をやっていたからか
な」と教えてくださいました。
これからも大好きな甘い物を
食べながら、楽しく過ごしま
しょうね。

大 川 節 子  さん
（ 至 誠 ホ ー ム オ ン ニ ）101歳

いつも変わらぬ笑顔で優しく、
お話しの節々からとても上品
で丁寧な印象を感じさせる、
わたしたちにとっての素敵な
人生の大先輩です。

羽田野泰子  さん
（至誠ホームアウリンコ）101歳

今年で101歳を迎えられます。
いつもご生家のお話をして頂
きます。北関東の由緒ある古
刹です。「いつでも遊びにおい
で」と笑顔で誘って頂いてい
ます。

中 原 福 子  さん
（至誠ホームアウリンコ）101歳

他の利用者様とよくお話され
ていて、笑顔も多く今日も元
気にお過ごしです！職員のこ
とも気にかけてくださる優し
い中原さん。これからもよろ
しくお願いします！

岡 内 玲 子  さん
（ 至 誠 ホ ー ム ミ ン ナ ）101歳

今年の10月で102歳を迎える
玲子さん。大好きなフルーツ
を召し上がり、皆様と一緒に
穏やかに過ごされています。
これからもどうぞお元気で！
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▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

鈴

木

礼

子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
せ
せ
ら
ぎ

伊
　
藤
　
八
代
ゑ
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ

石

井

當

子
さ
ん

石

川

わ

か
さ
ん

▼
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム

越

野
　
　

栞
さ
ん

佐

藤

明

子
さ
ん

越
　
智
　
キ
ミ
子
さ
ん

星

野
　
　

昇
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ

荒

木

文

雄
さ
ん

唐

品

善

吉
さ
ん

鳩

貝

和

子
さ
ん

星

野

信

子
さ
ん

小

山

弘

子
さ
ん

寺

島

幸

子
さ
ん

喜
　
寿
（
七
十
七
歳
）

▼
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

根
　
岸
　
優
利
子
さ
ん

萩

原

春

江
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ

三
ツ
山
　
克
　
郎
さ
ん

山

野
　
　

茂
さ
ん

齋

藤

妙

子
さ
ん

沼
　
尻
　
な
つ
子
さ
ん

▼
至
誠
和
光
ホ
ー
ム

森

本

健

次
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

田

口

ま

り
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
せ
せ
ら
ぎ

西

澤

一

幸
さ
ん

米
　
寿
（
八
十
八
歳
）

▼
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

河

部

陽

子
さ
ん

栗

谷

瀧

子
さ
ん

今

野
　
　

廣
さ
ん

松

平

俊

子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ

藤

本

櫻

子
さ
ん

三

橋

喜

久
さ
ん

櫻

井

悦

子
さ
ん

水
　
村
　
惠
美
子
さ
ん

福

王

悦

子
さ
ん

今
　
泉
　
宗
五
郎
さ
ん

▼
至
誠
和
光
ホ
ー
ム

柴
　
山
　
富
美
子
さ
ん

沖

上

晴

子
さ
ん

橋本美津子  さん
（至誠ホームスオミ・せせらぎ）100歳

弱虫だった私が百歳を超える
なんて奇跡？ああ、戦後82年
の平和の日本が守ってくれた
のだとつくづく思う。命ある
人々に「武器を持つな、殺し
合いはやめよ」と私は叫ぶ・
ひたすら祈る。

齋 藤 光 子  さん
（至誠特別養護老人ホーム） 99歳

お話する時は、いつも穏やか
に接して下さる齋藤光子さん。
自分でやれることは自分でや
ろうとする姿をいつも見てい
ます。お変わりなく99歳を迎
えられたことを嬉しく思いま
す！おめでとうございます。

大 村 　 巌  さん
（ 至 誠 ホ ー ム ミ ン ナ ） 99歳

他者と触れ合う事が好きで、
笑顔が素敵な巌さん。お食事
を沢山召し上がり、お散歩も
して、元気いっぱいに過ごさ
れています。
来年は100歳です！

早 見 い ね  さん
（至誠特別養護老人ホーム） 99歳

いつも朗らかで優しい早見さ
ん。毎日大好きなチョコレー
トを食べることが日々の楽し
みです。これからもお元気で
お過ごしください。11月には、
100歳のお祝いをしましょう
ね！

小 山 和 子  さん
（至誠キートスホーム） 99歳

以前は三味線をしていたとの
ことで、今でもよく民謡を口
ずさんでいます。和子さんの
笑顔に職員みな癒されていま
す！これからも素敵な笑顔を
沢山見せてくださいね！

太 田 富 子  さん
（ 至 誠 ホ ー ム オ ン ニ ）100歳

今年で100歳を迎えられた太
田富子さん。自分の力でしっ
かりとご飯を召し上がってお
り、穏やかに毎日を過ごされ
ています。いつまでもお元気
でお過ごしください。

前 田 啓 江  さん
（至誠ホームアウリンコ） 99歳

「自分で出来ることは自分で」
をモットーに普段から自分の
ペースでゆっくりと過ごされ
ている前田さん。これからも
前田さんのペースでお元気に
過ごしてください。

亀井喜美代  さん
（ 至 誠 ホ ー ム ミ ン ナ ） 99歳

もしもしカメよカメさんよー。
歌が好きで歌わない日は無い
くらい元気です。お茶目な部
分に愛嬌もあって癒されます。
これからもまだまだ歌います！

加 藤 シ ゲ  さん
（至誠キートスホーム）100歳

職員を手招きして呼ばれ、会
話を楽しまれています。お話
しする時の笑顔がとても素敵
で、食事を楽しみにしながら、
ご自身のペースで元気に過ご
されています。

根 岸 ト シ  さん
（至誠ホームアウリンコ） 99歳

多くは語りませんが普段から
とても穏やかに過ごされてい
らっしゃいます。今後もお変
わりなく根岸さんのペースで
お元気にお過ごしください。



至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ　
栄
養
士　

岩
木
礼
子

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！
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た
」、「
認
知
症
に
な
っ
た
人
が
い
た
ら
、
手
伝
っ

て
み
よ
う
と
思
う
」、「
優
し
く
接
す
る
と
、
長
生

き
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
」、「
認
知
症
に

な
っ
た
ら
、
行
動
す
る
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
と
思

っ
た
け
れ
ど
、
行
動
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
事

が
分
か
っ
た
」
等
「
見
方
が
変
わ
っ
た
」「
優
し

く
接
し
た
い
」
と
の
記
載
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
と
の
関
わ
り
も
少
な
く
、
高
齢
期
に
起

こ
る
身
体
の
変
化
、
認
知
機
能
低
下
、
共
生
社
会

を
作
る
た
め
の
心
構
え
な
ど
授
業
の
１
コ
マ
の
時

間
で
、
ど
こ
ま
で
伝
え
ら
れ
る
の
か
心
配
で
し
た
。

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 	

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
４
０
１
）０
０
３
５

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
認
知
症
の

疾
病
や
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。小
学
校
・

中
学
校
向
け
に
は
、
寸
劇
や
ク
イ
ズ
を
盛
り
込
ん

で
分
か
り
や
す
い
内
容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
冒
頭
で
、
生
徒
た
ち
に
祖
父
母
や
地
域

の
高
齢
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま

す
。
日
常
的
に
高
齢
者
と
接
点
が
あ
る
生
徒
は
少

な
く
、
年
に
数
回
会
う
程
度
の
生
徒
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
生
徒
達
が
持
つ
認
知
症
の
人
の
イ
メ
ー

ジ
は
、「
怒
っ
て
い
る
」「
怖
い
」「
何
も
出
来
な

い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
人
が
多
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
講
座
の
内
容
に
、「
新
し
い
認
知
症

観
」
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
新
し
い
認
知
症
観

は
、
認
知
症
基
本
法
（
２
０
２
４
年
１
月
施
行
）

の
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
」「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
一
人
一
人

が
個
人
と
し
て
、
で
き
る
事
・
や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
」
等
々
の
考
え
方
で
す
。

受
講
後
の
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
何
も

で
き
な
い
か
ら
、
全
部
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
思
っ
て

い
た
。
本
人
に
も
自
覚
が
あ
る
と
知
れ
て
良
か
っ

小
学
校
・
中
学
校
の「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」開
催

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ　

片
岡
理
香

　
あ
る
新
聞
に
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
新
し
い
感

染
症
が
出
て
い
て
も
、
今
ま
で
は
そ
の
場

で
終
息
し
て
い
た
が
、
現
在
は
人
の
往
来

で
感
染
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
書
か
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
感
染
対
策

を
基
本
に
戻
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
に
！

・
ウ
イ
ル
ス
自
体
を
出
来
る
だ
け
体
に
入

れ
な
い
。

・
万
が
一
、
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
免
疫

が
対
抗
出
来
る
体
質
を
作
っ
て
お
く
。

◆
ウ
イ
ル
ス
を
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
の
生

活
習
慣
！

・
人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
手
袋
・
帽
子
の
着
用
で
全
身

に
ウ
イ
ル
ス
を
着
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
コ
ー
ト
な
ど
は
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い
。

・
帰
宅
後
、
手
洗
い
、
う
が
い
を
行
う
。

・
日
常
で
も
部
屋
の
湿
度
は
50
～
60
％
に

し
て
お
く
。
部
屋
の
換
気
に
注
意
。

・
冬
で
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
（
一
日
１

～
１・５
ℓ
）
を
お
こ
な
う
。

・
エ
ア
コ
ン
に
よ
り
体
温
調
節
が
狂
わ
な

い
よ
う
に
１
日
１
回
は
軽
い
運
動
を
す
る
。

・
体
内
時
計
と
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
保
つ
た
め

早
寝
早
起
き
を
心
掛
け
る
。

◆
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
の
体
質
作

り
！

・
惣
菜
や
菓
子
等
に
は
添
加
物
が
多
く
、
養

魚
な
ど
に
は
抗
生
物
質
を
含
む
も
の
が
あ

る
た
め
で
き
る
だ
け
避
け
、
自
分
に
あ

っ
た
乳
酸
菌
食
品
を
食
べ
る
よ
う
心
が
け
、

腸
の
働
き
を
整
え
て
お
く
。

・
旬
の
物
に
は
体
が
そ
の
季
節
に
順
応
し
て

毎
日
生
き
生
き
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
調
整

す
る
力
が
自
然
に
備
わ
っ
て
い
る
た
め
出

来
る
だ
け
自
然
の
摂
理
に
合
っ
た
も
の
を

食
べ
る
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
旬
の
野
菜
は
、
牛

蒡
や
人
参
、
大
根
、
蓮
根
等
の
根
菜
類
で
す
。

特
に
大
根
は
お
ろ
し
て
、
お
ろ
し
生
姜
少
々

と
醤
油
少
し
に
熱
い
番
茶
４
０
０
cc
加
え
た

も
の
を
飲
む
と
解
熱
に
。
蓮
根
は
咳
・
痰
・

の
ど
の
痛
み
を
緩
和
し
て
く
れ
、
ウ
イ
ル
ス

の
増
殖
も
抑
え
て
く
れ
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

お
試
し
下
さ
い
！

後
に
こ
の
体
験
を

思
い
出
し
て
、 

ア
ン
ケ
ー
ト

に
記
載
さ
れ

た
〝
思
い
〟

が
よ
み
が

え
っ
て
く

れ
る
と
い

い
な
と
思
い

ま
す
。

冬に向けて‼冬に向けて‼

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い  

か
ら
だ
作
り
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て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
盆
踊
り
は
楽
し
い
ね
！
」「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
美
味
し
い
！
」「
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
は
外
が

良
い
ね
！
」
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
弾
け
る
心
地
よ
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
日
お
越
し
下
さ
っ
た
ご
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
一
部
地
域
の
皆
さ
ん
、
ご
入
居
者
・
ご

利
用
者
の
皆
さ
ん
、
模
擬
店
を
担
当
さ
れ
た
㈱

ニ
フ
ス
の
皆
さ
ん
、
ア
ミ
ー
ゴ
・
デ
・
ミ
ン
ナ

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
祭
り
を
支
え
て
く
れ
た
職

員
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

納
涼
大
会　
錦
町
６
丁
目
地
区

　
　
　
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
一
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
谷　
幸　
裕

　

７
月
24
日（
金
）に
至
誠
ホ
ー
ム
納
涼
大
会

が
、
昨
年
と
同
様
の
規
模
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
数
日
前
よ
り
、
猛
暑
か
つ
急
な
雨
の
心

配
が
あ
っ
た
た
め
、
準
備
の
段
階
か
ら
雨
天

の
場
合
を
考
え
て
ど
こ
ま
で
準
備
を
進
め
た

ら
良
い
か
、
実
行
委
員
会
で
も
最
後
の
最
後
ま

で
結
論
を
出
す
こ
と
が
難
し
く
、
開
催
判
断

時
刻
の
時
点
で
は
雨
雲
が
か
か
ら
な
い
と
の
予

報
に
従
っ
て
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
始
の
挨
拶
も
短
く
、
盆
踊
り
の
ス
タ
ー
ト

を
早
め
に
開
始
す
る
な
ど
、
空
を
気
に
し
な
が

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
で
し
た
が
、
第
一
部
の

盆
踊
り
の
最
後
の
曲
で
雨
が
降
り
始
め
、
一
旦

中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
雨
が
止
め
ば
再
開
も
視
野
に
入
れ

て
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
局
は
大
粒

の
雨
に
加
え
て
、
多
摩
川
の
中
州
に
落
雷
し

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
全
て
の
プ
ロ
グ 

ラ
ム
を
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
予
定
よ
り
も
盆
踊
り
は
短
く
、
模
擬
店
も
す

ぐ
に
店
じ
ま
い
と
な
り
、
花
火
は
打
ち
上
げ
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ホ
ー
ム
に
来

て
下
さ
っ
た
ご
家
族
様
と
利
用
者
に
、
少
し
で

も
楽
し
い
思
い
出
が
出
来
た
な
ら
、
開
催
が
出

来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

ま
た
、
酷
暑

の
中
、
準
備

等
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全

て
の
方
々
に

感
謝
い
た
し

ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

ミ
ン
ナ
納
涼
祭

　
　
　
　
　
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ　

　
　
　
　
　
　
　
園  

長　
諏
訪　

逸

　

８
月
７
日
（
金
）
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
納

涼
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
影
響
で
屋
内
で
の
縮
小
開
催
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
ラ
ウ
ン
ジ
・
園
庭
を
開
放

し
、
全
盛
期
に
近
い
か
た
ち
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
か
つ
程
よ
い
暑
さ
の
中
、
ご

入
居
者
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
な
ど
総
勢
１
２
０
名
に
の
ぼ

る
賑
や
か
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
庭
に
あ
る
桜
の
木
の
下
で
の
盆
踊
り
が

復
活
し
た
ほ
か
、
ピ
ロ
テ
ィ
で
は
毎
年
恒
例
の

「
ア
ミ
ー
ゴ
・
デ
・

ミ
ン
ナ
」
に
よ
る

素
敵
な
バ
ン
ド
演

奏
、
模
擬
店
で
は

鉄
板
メ
ニ
ュ
ー
の

焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥

の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
機
を
使
っ
た
実
演

販
売
な
ど
が
祭
り
を
盛
り
上
げ

模擬店も大盛況！

アミーゴ・デ・ミンナの
　皆さん

園庭での盆踊り
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至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ　
セ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
法
人
研
修
委
員
会　
吉　

原　
　

 

昂

　
７
月
17
日
、
ま
こ
と
館
に
て
「
第
19
回
至
誠

福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
は
、
児
童
・
保
育
・
高
齢

と
異
な
る
分
野
の
課
題
に
つ
い
て
、
職
員
が
実

践
の
科
学
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
、
法
人

全
体
の
研
修
の
場
に
お
い
て
発
表
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
場
で
取
り
組
む
福
祉
活
動
の
層
の
深
化

と
職
員
同
士
の
研
鑽
を
意
図
し
、
職
員
が
更
に

成
長
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
開
始
直
前
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
法
人

全
体
で
約
50
名
の
職
員
の
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。
各
発
表
後
に
は
、
質
疑
応
答
が
い
く
つ
も

あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

ま
し
た
。

　
来
年
も
柏
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り
で
、
皆
様
と

一
緒
に
素
敵
な
思
い
出
を
作
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り

　
　
至
誠
ホ
ー
ム
至
誠
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長　
川
畑
篤
子

柏
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り

　
　
立
川
市
柏
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長　
鈴　
木　
伸　
行

　
今
年
も
７
月
14
日
（
火
）
に
「
柏
セ
ン
タ
ー

夏
ま
つ
り
」
を
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
様
に
は
「
射
的
」「
輪
投
げ
」

「
ア
ヒ
ル
ち
ゃ
ん
す
く
い
」
に
挑
戦
し
て
も
ら

い
、
夏
ま
つ
り
気
分
を
味
わ
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
思
わ
ぬ
才
能
を
発
揮
し
て
高
得
点
を
出
さ

れ
る
方
や
、
い
つ
も
は
大
人
し
い
方
が
大
き
な

声
で
喜
ば
れ
た
り
と
、
皆
で
夏
の
楽
し
い
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
職
員
は
「
太
鼓
演
奏
」「
盆
踊
り
」
を

披
露
、
元
気
な
高
齢
者
に
も
「
東
京
音
頭
」

「
炭
坑
節
」
な
ど
盆
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
も
ら

い
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ
て
頂
き

至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
の
窓
口
は

至
誠
ホ
ー
ム

「
利
用
者
相
談
委
員
会
」へ

　
〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

　
立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

　
専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）
０
３
７
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　

 

０
４
２（
５
２
７
）
２
６
４
６

「
第
19
回
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
報
告

　

毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
昼
食
は
お
祭
り
屋
台
風
の
特
別
な
夏
祭
り
メ

ニ
ュ
ー
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
は
魚
釣
り
の
出
店
で
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
で
は
東
京
音
頭
・
炭
坑
節
の
曲
が
流

れ
る
と
皆
さ
ん
、
自
然
に
手
が
動
き
、
利
用
者

さ
ん
の
叩
く
和
太
鼓
を
囲
ん
で
、
職
員
も
車
い

す
の
方
も
み
ん
な
で
大
き
な
円
に
な
っ
て
踊

り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

た
。
ま
た
当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
録
画
し
た
も

の
を
、
９
月
30
日
ま
でY

ouT
ube

配
信
し
、

多
く
の
方
に
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
内
容
は
次
の
通
り
で
し
た
。

Ⅰ
．
施
設
実
践
報
告

【
児
童
事
業
本
部
】

「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
Ⅱ
型
事
業
所
新
規

開
設
に
つ
い
て
～
措
置
解
除
か
ら
自
立
ま
で
の

新
し
い
自
立
支
援
の
か
た
ち
～
」

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
Ⅱ
型
事
業
所　
た
ま

が
わ 

管
理
者 

熊
田
充
、
指
導
員 

佐
々
木
大

輔【保
育
事
業
本
部
】

「
―M

ani

― 

手
と
手
を
取
り
あ
う
子
育
て
支

援
～
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
と
し
て
～
」

梅
丘
至
誠
保
育
園
委
託
事
業 

エ
リ
ア
長 

吉
田

美
希
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ホ
ー
ム
日
誌

２
０
２
６
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
年
８
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
　
至
特
：
至
誠
特
養　
ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ

多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
ス
：
ス
オ
ミ　

調
：
調
布
地
区　
オ
：
オ
ン
ニ　
キ
：
キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　

　
６　
　
月

3
水	

輝
き
観
音
御
法
要
（
ア
）

6
土	

開
設
75
周
年
記
念　
至
誠
ホ
ー
ム
ま
つ
り

17
水	

立
川
市
議
会
議
員
選
挙
不
在
者
投
票
（
至
特

・
ア
・
和
・
キ
）

27
土	

オ
ン
ニ
ま
つ
り
（
オ
）

　
７　
　
月

4
土	

キ
ー
ト
ス
ま
つ
り
（
キ
）

8
水	

一
泊
園
長
会
議

13
月	

迎
え
火
（
錦
・
和
・
ス
）

14
火	

職
員
研
修
会
（
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
）（
キ
）

	
柏
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り
（
キ
）

	
調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
（
調
）

15
水	
送
り
火
（
錦
・
和
・
ス
）

17
金	

至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

22
水	

和
光
集
会
（
和
）

24
金	

納
涼
大
会
（
錦
）

27
月	

新
人
職
員
入
職
3
ヶ
月
昼
食
会

29
水	

防
災
訓
練
（
台
風
想
定
）（
キ
）

　
８　
　
月

7
金	

ミ
ン
ナ
納
涼
祭
（
国
）

21
金	

幸
せ
観
音
御
法
要
（
オ
）

28
金	

ス
オ
ミ
暑
気
払
い

感
謝
録

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
　
　

２
０
２
６
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
８
月
31
日

①
金
員
の
部

下
東
玲
子　
　
多
摩
中
南
米
文
化
同
好
会
代
表
旭
博
之　

加
藤
和
夫　
　
安
本
善
衛　
　
安
本
サ
ヨ
子　
㈲
梅
田
経
営

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
梅
田
春
生　
岩
木
礼
子　
山
下
清
超

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
悠
遊
倶
楽
部　
（
特
非
）あ
お
ぞ
ら　

浅
見
義
明　
　
小
野
千
代　
　
稲
永
勝
行　
　
稲
永
裕
子　

川
原
経
営
グ
ル
ー
プ
代
表
川
原
丈
貴　
　
㈱
エ
ム
ア
イ
ケ
ア

ヘ
ア
ク
リ
ー
ン
倶
楽
部　
㈲
食
工
房
７
０
７　
皆
口
万
里
子

石
田
惠
子　
　
喜
納
和
正　
　
桜
井
嗣
実　
　
篠
﨑
典
子　

鈴
木
功
公　
　
髙
部　
博　
　
清
水
真
理
子　
清
水
富
男　

2026 年度ボランティア受入・福祉学習協力状況
　令和８年６月〜令和８年８月 　　※GH：グループホーム

施設名 事業名 一般V V体験 計 累計
至 誠 特 別 養 護
老 人 ホ ー ム 特　　養 53 0 53 92

至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

特　　養 332 0 332 507

通所介護 15 0 15 33

生活アクティビティ 27 0 27 51

至誠和光ホーム 軽費老人ホーム 28 0 28 46

至 誠 ホ ー
ム ス オ ミ

ケアハウス 7 0 7 13

Ｇ　　Ｈ 0 0 0 0
至 誠 コ ミ ケ ア
セ ン タ ー いこいの場 40 0 40 66

至誠調布若葉
ケアセンター

通所介護 2 0 2 10

Ｇ　　Ｈ 0 0 0 3

至 誠 ホ ー ム
オ ン ニ

特　　養 3 0 31 49

ショート 0 0 0 0

看護小規模多機能 0 0 0 0

至 誠
キートスホーム

特　　養 297 18 315 535

通所介護 35 0 35 59
至 誠 柏 ケ ア
セ ン タ ー 通所介護 14 3 17 25

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

小規模多機能
居宅介護 37 1 109 190

特　　養 4 0 16 20

G　　H 1 0 3 4
至 誠 国 分 寺
ケ ア セ ン タ ー 通所介護 45 6 51 77

計 1,053 28 1,081 1,780

【
高
齢
事
業
本
部
】

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
効
率
向
上
へ
の
取
り

組
み
～
「
む
ず
か
し
い
」
を
「
ラ
ク
」
に
変
え

る
、
現
場
主
導
の
AI
活
用
術
～
」

至
誠
柏
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
居
宅 

チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
若
林
健
太

【
至
誠
実
践
福
祉
総
合
研
究
所
】

「
職
員
が
前
向
き
に
働
く
環
境
づ
く
り
～
介
護
、

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
～
」

至
誠
実
践
福
祉
総
合
研
究
所 
運
営
委
員 

島
田

美
喜

Ⅱ
．
講 

評

至
誠
実
践
福
祉
総
合
研
究
所 

所
長 

高
橋
久
雄

　
今
後
も
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が
他
事
業
本
部
の
こ

と
を
知
る
良
い
機
会
と
し
て
、
お
互
い
の
刺
激

と
な
り
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

山
﨑
厚
子　
　
宮
下
皆
子　
　
藤
田
三
千
代　
高
橋
芳
子　

水
田
康
子　
　
佐
々
木
昭
治　
立
川
幸
町
団
地
自
治
会　
　

小
林
正
治	

田
中　
勲　
　
田
中
清
子　
　
遠
藤
淳
一

	
	

	

37
件（
延
83
件
）

②
物
品
の
部

松
本
昭
治　
　
末
木
洋
子　
　
（
一
社
）
東
京
演
芸
協
会　
　

（
社
福
）
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
東
京
善
意
銀
行　

日
本
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長
佐
久
間
昭
司　
㈱
川
原
経
営

総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　
　
マ
ル
コ
ー
小
林

米
穀
店　
　
㈱
大
塚
商
会	

（
公
財
）
井
上
バ
レ
エ
団　
　

（
公
財
）
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会　
村
田
春
子

	
	

	

11
件
（
延
14
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】  　
井
上
京
子　
　
及
川
悦
子　
　
木
村
千
世
子

小
松
万
壽
子　
今
野
宏
子　
　
佐
藤　
凛　
　
鈴
木
幸
子　

関
根
哲
子　
　
田
中
由
紀
子　
内
藤
紅
美
子　
蜷
川
文
子　

平
田
道
子　
　
宝
諸
博
文　
　
水
野
美
鈴　
　
森
田
浩
子　

山
田
ハ
ル
江

【
日
野
市
】  　
ド
ゥ
ブ
ニ
コ
バ 

ウ
リ
ア
ナ　
　

ド
ゥ
ブ
ニ
コ
バ 

ヤ
ン
ナ	

西
山
寛
子　
　
目
黒
美
知
子

【
国
立
市
】	

植
田
直
樹　
　
川
野
辺
博　
　
北
村
延
子　

髙
原
真
人　
　
田
中
奈
美
江　
沼
尻　
哲　
　
山
根
浩
子　

渡
部
敏
明

【
国
分
寺
市
】	

前
田
博
美

【
他
市
】　
と
も
し
び
法
話
会　
　
藤
川
忠
博	

延
４
６
２
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）

【
立
川
市
】	

加
藤
恵
美　
　
長
谷
川
総
子　
宮
下
皆
子　

渡
辺
真
智
子			




延
66
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
オ
ン
ニ
）　　

【
立
川
市
】	

田
中
ま
り
子

【
他
市
】	

雨
宮
む
つ
実	

堀
田
ト
シ
子　
　
舩
木
光
子		


			




延
49
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）　

【
調
布
市
】	

柿
沼
玲
子　
　
玉
木
信
義　
　
松
田
憲
治　

桑
原
慶
子	

金
子
里
美	

宮
崎
雅
代	

延
12
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）　
な
し

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　　
柏
町
隣
人
会　
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド　
　

青
木
融
子　
　
浅
川
惠
子　
　
阿
部
邦
子　
　
岩
品
和
子　

上
野
和
夫　
　
上
野
佳
与
子　
大
川
由
美
子　
加
賀
晴
子　

菊
池
正
勝　
　
金
須
礼
子　
　
小
林
純
子　
　
澤
田
照
代　

三
中
西
せ
い
子　
髙
杉
勝
美　
髙
橋
陽
子　
　
田
中
壽
美
子



〈8〉

　
家
族
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
、
介
護
に
興

味
の
あ
る
方
、
介
護
の
資
格
は
あ
る
け
れ
ど
自

信
の
な
い
方
、
先
ず
は
基
本
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？　
お
仕
事
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

▼
日　
時

　

２
０
２
６
年
10
月
24
日（
土
）
9
時
～
12
時

▼
場　
所

　
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　

　
（
立
川
市
幸
町
４
｜ 

14 

｜ 

１
）

▼
内　
容

　
①
講
義　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

　
②
実
習　
「
介
護
技
術
の
基
本
」

▼
定　
員　
　
10
名
程
度

▼
対
象
者

ご
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
資
格
所
得
者
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

や
立
川
市
総
合
事
業
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

に
興
味
の
あ
る
方　
等

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

☎ 

０
４
２ 

｜ 

５
３
８ 

｜ 

２
３
２
１

📠 

０
４
２ 

｜ 

５
３
８ 

｜ 

１
３
０
２

✉ kiitos-hh@
shisei.or.jp 　

 

担
当　
川
田
（
カ
ワ
タ
）

▼
申
込
締
切

　

２
０
２
６
年
10
月
21
日
（
水
）

田
中
美
智
子　
寺
本
一
俊　
　
栃
木
房
義　
　
中
澤
京
子　

中
野
庸
夫　
　
中
村
良
一　
　
成
瀬
彰
子　
　
西
村
次
子　

布
目
雅
之　
　
原　
静
江　
　
平
田
國
子　
　
蛭
田
妙
子　

別
府
ひ
ろ
子　
星
喜
美
子　
　
細
野
光
子　
　
本
間
秋
子　

松
本
恵
美　
　
溝
口
礼
子　
　
宮
坂
一
栄　
　
森
生
愛
子　

山
﨑
健
一　
　
渡
辺
佳
子

【
国
分
寺
市
】	

野
ば
ら　
　
　
小
林
邦
子　
　
神
宮
路
久
枝

山
本
佳
子

【
他
市
】　　
　
小
松
咲
く
ら　
櫻
井
千
佳
子　
田
久
保
妙
子

田
中
典
子　
　
納
谷
ひ
ろ
み　
渡
辺
妙
子	

延
３
３
２
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

	

篠
田
紀
子　
　
宮
田
政
江　
　
久
保
田
吉
範

根
岸
さ
ち
子			




延
10
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】　
ふ
ぁ
ん
フ
ァ
ン　
栗
原
克
徳　
大
澤
早
智
子

小
倉　
諭　
　
近
藤
さ
く
ら　
　
古
屋
利
江

【
他
市
】	

大
木
み
ち		



延
82
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　
国
際
文
化
理
美
容
専
門
学
校

【
他
市
】	

菅
野
彰
子		



延
51
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕
な
し		



延
３
名

〔
キ
ー
ト
ス
〕	

水
野
環
希	

水
野
結
成　
　
山
﨑
美
咲

西
尾
七
海　
　
横
川　
碧　
　
塩
野
一
晴	

延
18
名

〔
錦
〕〕〔
も
と
ま
ち
〕〔
調
布
若
葉
〕　
な
し

福
祉
学
習
協
力

　
　
２
０
２
６
年
６
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
８
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修

◎
社
会
福
祉
士　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園（
１
名
８
日
）／
立
教
大
学（
１
名
８
日
）／
十
文

字
学
園
女
子
大
学
（
２
名
46
日
）
／
大
妻
女
子
大
学
（
１
名
17

日
）／
桜
美
林
大
学（
１
名
８
日
）／
法
政
大
学（
２
名
31
日
）

◎
介
護
福
祉
士

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校（
１
名
５
日
）／

大
原
簿
記
公
務
員
医
療
福
祉
保
育
専
門
学
校
立
川
校（
10
日
）

（
２
）
体
験
学
習　
　

◎
教
員
免
許
取
得
の
た
め
の
介
護
等
体
験

東
京
学
芸
大
学（
５
名
17
日
）／
國
學
院
大
學（
１
名
５
日
）／

国
際
基
督
教
大
学
（
１
名
５
日
）
／
東
京
女
子
体
育
大
学
（
１

名
５
日
）

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　
令
和
８
年
６
月
１
日
〜
令
和
８
年
７
月
31
日

高
橋
芳
子　
　
板
谷
美
智
子　
清
水
富
男

清
水
真
理
子　
山
﨑
厚
子　
　
藤
田
三
千
代

山
下
清
超　
　
髙
部　
博　
　
小
諸
圭
子

宮
下
皆
子			




以
上
10
名

後援会加入の
お　願　い

至誠ホーム事務局
　立川市錦町６-28-15	 TEL. 042-527-0031
至誠キートスホーム
　立川市幸町４-14-1	 TEL. 042-538-2323
至誠ホ ー ム ミ ン ナ
　国分寺市並木町3-12-2	 TEL. 042-300-3700

　会　費　　２,０００円以上
　会　長　　梅 田 春 生

《振込口座》　ゆうちょ銀行
　口座番号：00120-9-32523
　口座名：高齢者総合福祉施設至誠ホーム後援会

皆様方の温かいご支援とご協
力をお願い申し上げます。
お申し込みは下記事務所へ。

介
護
介
護
のの
基
本
基
本
がが

知
り
た
い
方

知
り
た
い
方

の
た
め
の

の
た
め
の
講
座
講
座

◎
職
場
体
験　
　
立
川
市
立
第
三
中
学
校
２
名
６
日
）

（
３
）
見
学
・
視
察　
　
な
し

❖児童事業本部・保育事業本部・高齢事業本部合同で行います。
❖模擬店・保育園の人気のおやつ販売・手作り作品・衣料品販売・イベン
ト・お楽しみくじなど法人合同ならではの企画が多数予定されております。

❖駐車場のご用意はございません。近くのコインパーキングをご利用下さい。
❖ご寄贈品につきましては、ご遠慮させて頂きます。

たくさんの方のお越しを
　　　　　お待ちしております！
お問い合わせ　電  話　042-527-0031
　　　　 　　担  当　土方　充世
　　　　 　　　　  　（至誠和光ホーム）

至至誠祭りバザー誠祭りバザー

～～至至誠誠秋秋祭り～祭り～
日 時 　2026年日 時 　2026年1010月月1717日（土）日（土）1010時～時～1313時時
場 所 　場 所 　至誠ホーム敷地内至誠ホーム敷地内（立川市錦町）小雨決行（立川市錦町）小雨決行


